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 国勢調査によると、2010 年（平成 22 年）の鞍手町の総人口は 17,088 人です。また、2010 年

（平成 22 年）の人口ピラミッドをみると、「団塊の世代」が突出しており「団塊世代」以降の人口

が少なくなっていることから、現状のまま推移すると、高齢化率が加速度的に高まることが予測さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 総人口の推移 

（出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 人口ピラミッド（2010 年） 

（出典：国勢調査） 

※2010 年調査時の男性の年齢不詳人口4人は 5歳階級別に按分したため、男女別人口の総数と総人口は一致しない。  
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 鞍手町の人口は、1985 年をピークに減少を続けています。特に 1995 年以降は 5年で 1,000 人

ずつのペースで減少しています。 

 老年人口（65 歳以上）の割合は急速に高まっており、2010 年には 30％目前まで迫っています。

一方、年少人口（15 歳未満）は 1985 年以降減少を続け、2010 年には約 11％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 総人口及び年齢３区分別人口の推移 

（出典：国勢調査） 
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 0～14 歳の年少人口の割合は、1980 年と比較して 2010 年には 45％まで減少しており、近隣市

町と比較しても減少率は著しい状況です。 

 直近 10 年の小中学校児童数をみると、2015 年度に微増していますが、小学校の 1 クラス児童

数は平均して約 20 名と少なく、子ども数の維持に向けた対策が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 年少人口（0～14 歳）割合の推移 

（出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 小中学校児童数の推移 

（出典：学校基本調査） 
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 近年の人口増減の推移をみると、1992～94 年度、1998 年度、2014 年度に社会増がみられる

ものの、ほぼ全ての年で社会減となっています。加えて、出生数より死亡数が上回る自然減が続い

ていることから、結果的に人口減少が続いています。 

 人口の増減は、出生・死亡の相関による「自然動態」と、転入・転出の相関による「社会動態」

の変化により影響を受けるため、次項からは自然動態、社会動態の詳細について分析します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 総人口と出生・死亡、転入・転出の推移 

（出典：住民基本台帳人口移動報告） 
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 出生数は減少を続けており、1990 年以降は死亡数が出生数を上回る「自然減」となっています。 

 1975 年には 250 人であった出生数は、2010 年には約 100 人まで減少している一方、死亡数は

近年増加傾向であり、本町で最も人口の多い世代である「団塊の世代」が今後高齢化を迎えること

から、今後も死亡数は増加することが予測され、自然減の傾向は続くものと予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 自然動態の推移 

（出典：国勢調査） 
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 １人の女性が一生に産む子どもの数の平均である合計特殊出生率は、1983 年～1992 年は 1.74

でしたが、92 年以降低下し、2003～2007 年の平均値は 1.17 となっています。その後わずかに持

ち直し、2008 年～2012 年の平均値は 1.29 となっています。 

 1983 年～1992 年は近隣市町と比較して高い値でしたが、1993 年～1997 年以降福岡県平均を

下回る規模となっています。 

 一方、2015 年に町が行った「結婚・出産・子育てに関するアンケート調査」によると、本町在

住の子育て世代の「理想とする子ども数」は約 2.27 であり、実績値とは 0.98 の差が生じています。 

 また、厚生労働省の実施した「第 14 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査：2010

年）」によると、九州・沖縄ブロックにおける「理想とする子ども数」は 2.65 であり、本町の実績

値とは 1.36 の差が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 合計特殊出生率の推移 

（出典：人口動態保健所・市区町村別統計） 
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 夫婦のいる一般世帯数を子どもの人数別にみると、本町の夫婦のうち 4割以上の家庭で子どもが

いません。近隣市町と比較して子どものいない家庭の割合は少なく、子どもが 3人以上いる家庭の

割合は高いものの、18 歳以上の子どもをもつ夫婦世帯が多いことから、出産可能な夫婦世帯の割

合が低いものと予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 夫婦のいる一般世帯における子どもの人数 

  

39.2%

41.6%

40.1%

41.9%

43.0%

45.9%

41.1%

29.0%

29.1%

28.1%

28.6%

28.6%

28.2%

28.6%

23.8%

21.9%

23.8%

22.6%

21.0%

18.8%

21.9%

7.0%

6.4%

7.0%

5.9%

6.3%

6.0%

6.8%

1.1%

1.1%

1.0%

0.9%

1.1%

1.2%

1.6%

25.9%

30.7%

27.4%

24.3%

26.8%

28.2%

32.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福岡県

遠賀町

宗像市

八幡西区

直方市

中間市

鞍手町

子どもなし 子ども1人 子ども2人 子ども3人 子ども4人以上 18歳以上の子どもあり



8 

 15～49 歳の男女別の未婚率の推移を見ると、1980 年以降、男女とも未婚率の割合が増加傾向

にあります。 

 このうち男性の未婚率は、1990 年に比較して 2010 年には 30～34 歳で約 2 倍、35～39 歳で

約 2.5 倍、40～44 歳で約 3倍まで高まっています。 

 一方、女性は男性に比べて 40 代の未婚率は低くなっていますが、1990 年に比較して 2010 年

には 25～30 歳で約 1.5 倍、30～35 歳は約 3倍に高まっています。 

 ただし、2015 年に町が行った「結婚・出産・子育てに関するアンケート調査」によると、今後

の結婚を希望（再婚を含む）する割合は 83.3％と高い値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 未婚率の推移（男性） 

（出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 未婚率の推移（女性） 

（出典：国勢調査） 
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 鞍手町では、1970 年代から 90 年代にかけて団地造成が行われており、団塊の世代が突出して

多い本町の人口構成に多大な影響を与えています。 

 社会動態の推移をみると、1992～94 年度には新中山団地造成の影響から、毎年 1,000 人程度の

転入があり、社会増となっています。その後、年により変動はあるものの、社会減少の傾向が続き

ましたが、定住促進奨励金交付事業を実施した影響から、2013 年度以降転入数が増加しており、

社会減の傾向は抑制され、2014 年度には社会増に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 社会動態 

（出典：住民基本台帳人口移動報告） 
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 1980 年からの長期的な人口移動の状況をみると、大学への進学のタイミングで大幅な転出超過

となっています。一方、転入超過は 1980～1985 年の 0～14 歳、20～44 歳には多くみられます

が、以降は大幅な転出超過の傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 年齢階級別人口移動状況の長期的動向 

（出典：国勢調査） 
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 直近の人口移動の状況をみると、大学への進学のタイミングで大幅な転出超過は長期的傾向と同

様ですが、近年は 30 代の転出が減少しつつあり、2014 年には転入超過となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 年齢階級別人口移動状況の近年の動向 

（出典：住民基本台帳人口移動報告） 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 年齢階級別人口移動状況の近年の動向（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 年齢階級別人口移動状況の近年の動向（女性）  
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 30 代での転出が収まりつつありますが、生産年齢人口（15～64 歳人口）では転出超過を脱して

いません。出生数を左右する母親世代（15～49 歳の女性人口）も転出超過ですが、0～14 歳の年

少人口は転入超過が続いています。 

 これらのことから、本町の人口移動の傾向として、単身世帯に比べて子どもを持つ世帯の転入が

多いものと予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 年齢階級別人口移動状況の長期的動向 

（出典：住民基本台帳人口移動報告） 
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 転入者に対するアンケート調査結果をみると、本町への転入する最大の要因は、持ち家の購入な

どの「住宅の都合」「親族との同居・近居」「仕事の都合」「結婚・離婚」がほぼ同数で高い結果と

なっています。 

 また、転出者に対するアンケート調査結果をみると、本町から転出する最大の要因は、「結婚・

離婚」であり、「生活利便性の悪さ」「進学、通学」「親族との同居・近居」「仕事の都合」が続いて

います。 

 このことから、宅地開発やインターチェンジ開通に伴うアクセス性の改善などの効果により、

様々な理由で転入があるものの、結婚を理由に若者世代が流出している傾向にあることが分かりま

す。 

 一方、転入者に対するアンケート調査での「今後も鞍手町に住み続けたいですか」との質問に対

して、「町外に引っ越したい」との回答が 3 割を超えており、転入者の定着に向けた対策が求めら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 転入・転出の理由 

（出典：転入・転出に関するアンケート調査（鞍手町、2015 年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 今後の居住意向（転入者対象） 

（出典：転入・転出に関するアンケート調査（鞍手町、2015 年）） 
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 転出超過の影響により、出生数を左右する母親世代（15～49 歳の女性人口）の人口は 1985 年

以降減少傾向で推移し、2010 年には 1985 年の約 60％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 母親世代（15～49 歳女性）人口の推移 

（出典：国勢調査） 
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全国の就業者比率と比較した特化係数※をみると、男性では「製造業」「建設業」「運輸、郵便業」

の分野で高くなっています。また、女性は「建設業」「医療、福祉」の分野で高くなっています。 

 従業者数では、男性は、「製造業」「建設業」「卸売業、小売業」の順に就業者数が多く、女性は、

「医療、福祉」「卸売業、小売業」「製造業」の順に多くなっています。 

 

※特化係数…町のＸ産業の就業者比率を全国のＸ産業の就業者比率で割ったもの。 

 特化係数が「１」であれば全国レベル。１以上であれば町のＸ産業は特化していると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 男女別産業人口の状況（2010 年） 

（出典：国勢調査） 
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 年齢階級別に産業人口をみると、男性では「宿泊業、飲食サービス業」「製造業」「医療、福祉」、

女性では「医療、福祉」「卸売業、小売業」の分野で 30 代以下の若者の割合が高くなっています。 

 一方、農業分野に従事する男性は、約６割が 60 歳以上であり、今後の高齢化の進行によって、

急速に農業就業者数が減少することが予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 年齢階級別産業人口割合の状況（2010 年） 

（出典：国勢調査） 
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 特化係数及び従業者数の多い産業の年齢構造をみると、建設業（女性）では 30 代の若年層の割

合が微増していますが、全体的に高齢者の割合が高まっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 年齢階級別産業人口の変化 

（出典：国勢調査） 
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 ここまでの人口動向の分析をまとめると、以下のとおり整理できます。 

 

 人口ピラミッドをみると、1947～1949 年生まれの「団塊の世代」が突出して多く、「団塊世代」

以降の人口が少なくなっています。 

 

 人口は 1985 年をピークに減少しており、老年人口（65 歳以上）の割合は急速に高まっていま

す。年少人口（15 歳未満）は 1985 年以降減少を続け、近隣市町と比較しても減少率は著しい状

況です。 

 

 

 1975 年には 250 人であった出生数は、2010 年には約 100 人まで減少しています。一方、死亡

数は近年増加傾向にあります。 

 

 １人の女性が一生に産む子どもの数の平均である合計特殊出生率は、1993 年～1997 年以降福

岡県平均を下回る規模で、2003～2007 年の平均値は 1.17 となっています。 

 

 本町の夫婦のうち 4割以上の家庭で子どもがいません。また、近隣市町と比較して 18 歳以上の

子どもをもつ夫婦世帯が多いことから、出産可能な夫婦世帯の割合が低いものと予測されます。 

 

 1980 年以降、男女とも未婚率の割合が増加傾向にあり、1990 年に比較して 2010 年には男性

の 40～44 歳で約 3倍、女性の 30～35 歳でも約 3倍に高まってきています。 
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 団地造成の影響により転入超過であった 1990 年代前半を除き、社会減少が続いていましたが、

定住促進奨励金交付事業の影響から社会減の傾向は抑制され、2014 年度には社会増に転じていま

す。 

 

 長期的な人口移動の状況をみると、大学への進学のタイミングで大幅な転出超過となっています。

近年は 30 代の転出が減少しつつあり、2014 年には転入超過となっています。 

 

 結婚・離婚を原因に転出する割合が最も多く、出生数を左右する母親世代（15～49 歳の女性人

口）の人口は 1985 年以降減少傾向で推移しており、2010 年には 1985 年の約 60％まで減少して

います。 

 

 生産年齢人口、母親世代は転出超過となっていますが、0～14 歳の年少人口は転入超過が続いて

いることから、単身世帯に比べて子どもを持つ世帯の転入が多いものと予測されます。 

 

 

 全国と比較して、男性では「製造業」「建設業」「運輸、郵便業」の分野で高くなっています。ま

た、女性は「建設業」「医療、福祉」の分野で就業者比率が高くなっています。 

 

 年齢階級別に産業人口をみると、男性では「宿泊業、飲食サービス業」「製造業」「医療、福祉」、

女性では「医療、福祉」「卸売業、小売業」の分野で 30 代以下の若者の割合が高くなっています。 

 

 特化係数及び従業者数の多い産業の年齢構造をみると、建設業（女性）では 30 代の若年層の割

合が微増していますが、全体的に高齢者の割合が高まっています。 
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平成 52（2040）年までの 5年ごと 

 

5 歳以上の年齢階級の推計においては、コーホート要因法を使用。 

コーホート要因法は、ある年の男女・年齢別人口を基準として、ここに人口動態率や移動率などの仮定値

を当てはめて将来人口を計算する方法。 

5 歳以上の人口推計においては生存率と純移動率の仮定値が必要。0-4 歳人口の推計においては生存率と

純移動率に加えて、子ども女性比および 0-4 歳性比の仮定値によって推計。 

 

 

平成 22 年国勢調査人口 

 

「日本の将来推計人口（平成24 年 1月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）から得られる全国の男女・年

齢別生存率を利用。 

 

原則として、平成 17（2005）～22（2010）年に観察された市区町村別・男女年齢別純移動率を平成 27

（2015）～32（2020）年にかけて定率で縮小させ、平成 27（2015）～32（2020）年以降の期間につ

いては縮小させた値を一定とする仮定を置いた。 

 

各市区町村の子ども女性比には市区町村間で明らかな差が存在するため、平成 22（2010）年の全国の子

ども女性比と市区町村の子ども女性比との較差をとり、その値を平成 27（2015）年以降平成 52（2040）

年まで一定として市区町村ごとに仮定値を設定。 

 

「日本の将来推計人口（平成24 年 1月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）により算出された全国の平成

27（2015）年以降平成 52（2040）年までの0-4 歳性比を各年次の仮定値とし、全自治体の 0-4 歳推計

人口に一律に適用。 

 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所は、上記のとおり 2040 年までの推計人口を算出していますが、

本町は同様の算出方法を採用しながら国の長期ビジョンに合わせて 2060 年までの推計人口を

算出し、以降の分析を進めました。 
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 国立社会保障・人口問題研究所によると、鞍手町の人口は 2015 年以降も減少を続け、2040 年

には 10,293 人(対 2010 年比 60％)、2060 年には 6,507 人(同 38％)になるものと推計されてい

ます。 

 年齢区分別の人口推移を見ると、老年人口（65 歳以上人口）のみが 2010 年から 2030 年にか

けて増加傾向を示していますが、その他すべての年齢区分とも減少を続けています。年少人口は

2030 年に対 2010 年比 52％、2060 年には同 23％と大幅な減少が見込まれます。同様に生産年齢

人口は、2040 年において対 2010 年比 48％、2060 年には同 28％と推計され、いずれも老年人口

の減少率に比して大幅に高い数値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 年齢３区分別人口の推移（社人研推計） 

 

表 1 年齢３区分別人口の推移（社人研推計） 

 

 

 

 

 

 

 

※2010 年調査時の男性の年齢不詳人口4人は 5歳階級別に按分したため、年少人口、生産年齢人口、老年人口の総数と総

人口は一致しない。  
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総人口 実数 17,088 15,978 14,915 13,787 12,619 11,441 10,293 9,210 8,235 7,342 6,507

対2010年比 100% 94% 87% 81% 74% 67% 60% 54% 48% 43% 38%

年少人口 実数 1,901 1,615 1,340 1,151 991 870 773 685 597 513 439

対2010年比 100% 85% 70% 61% 52% 46% 41% 36% 31% 27% 23%
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 一般に人口減少は、大きく高齢人口の推移の変化に伴い、以下 3 つの減少段階を辿るとされてい

ます。 

  ・第 1段階：年少人口・生産年齢人口の減少、老年人口の増加 

  ・第 2段階：年少人口・生産年齢人口の減少、老年人口が維持または微減 

  ・第 3段階：年少人口・生産年齢人口・老年人口の減少 

 第 1 段階が終了し日本が本格的な人口減少社会に突入するのは 2040 年とされていますが、

2014 年 12 月に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」には、大まかな傾向と

して、「東京都区部や中核市、特例市等は『第 1段階』に該当するが、人口 5 万人以下の地方都市

は『第 2段階』、過疎地域の市町村は既に『第 3段階』に入っている」と指摘されています。 

 鞍手町では、2020 年まで老年人口が増加することから、上の 3区分では「第 1段階」に位置し、

本格的な人口減少は 2020 年以降、日本全体の 20 年前倒しで人口減少社会を迎えるものと予測さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 人口の減少段階 
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 国立社会保障・人口問題研究所の推計に基づく人口変化により、将来の鞍手町の住民生活、行財

政運営に関し様々な影響が生じることが懸念されます。 

 人口減少が及ぼす影響について、住民生活、町財政の両面から以下のとおり考察します。 

 

 人口の減少に伴い、事業所数の減少も予測されます。 

 飲食料品の小売業店舗は、2012 年時点の 38 店舗から、2060 年には 13 店舗まで減少すると予

測されます。また、小売店舗までの平均距離は、2012 年時点の 546mから、2060 年には 926m

と 1.5 倍以上の距離となる見込みです。 

 

 

【算定方法】 

 ・店舗数＝人口一人あたり店舗数×該当年推計人口 

   ※人口一人あたり店舗数＝H24 店舗数（経済センサス）/H22 人口（国勢調査） 

 ・小売業店舗までの平均距離＝(町面積/店舗数/3.14)^(1/2)*1000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 飲食料品の小売業店舗までの平均距離、店舗数の推計 
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 人口減少、高齢化により産業の担い手も減少する見込みです。 

 宿泊飲食業及び医療福祉業は 2005 年から 2010 年まで従事者が増加していますが、生産年齢人

口の減少に伴い、総数は減少するものと予測されます。 

 特化係数の高い製造業、建設業においても、現在の 3～4 割程度まで減少するものと予測され、

町の活力を担う産業分野での影響が懸念されます。 

 

 

【算定方法】 

 ・将来の担い手数＝H22 年 従業者 5歳階級別人口/H22 5 歳階級別総人口×該当年推計 5歳階級別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 産業大分類別担い手数の推計 

 

 

 

  

0.00

0.50

1.00

1.50

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

農業

建設

製造

宿泊飲食

医療福祉

生産年齢人口

2005年を基準とした変化率

推計



27 

 地域における心の拠り所であり、災害などにおける拠点施設でもある小学校の減少も今後、加速

度的に進むことが予測されます。 

 7～12 歳の小学生は 2015 年時点では 748 人ですが、2060 年には 187 人と 3 割以下まで減少

することが予測され、124.7 人いた同級生は 31.2 人まで減少する見込みです。 

 13～15 歳の中学生は 2015 年時点では 430 人ですが、2060 年には 106 人と小学生と同じく 3

割以下まで減少する見込みです。 

 

 

【算定方法】 

 ・該当年推計 5歳階級別人口を按分して算定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 小中学校児童数の推計 
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 人口の増減は、出生・死亡の相関による「自然動態」と、転入・転出の相関による「社会動態」

の変化により影響を受けます。本項では、自然動態の変数として「合計特殊出生率」を、社会動態

の変数として「移動数」を用い、将来人口の推計を行います。 

 

国立社会保障・人口問題研究所による推計値を基準値として、自然動態の改善に向けた対策を講

じたものとして、以下の仮定値を想定して設定を行います。 

 

 ●仮定値 A 

   ・合計特殊出生率：2040 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

 ●仮定値 B 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

 

※仮定値の設定理由 

 合計特殊出生率 2.1（すべての女性が生涯に平均して二人強の子どもを産むとの想定）であれば、死亡率が

変わらない限り人口の増減はない均衡状態になることから、仮定値に設定。 

 本町で実施した「結婚・出産・子育てに関するアンケート調査」は母数が少ないため、推計には使用しなか

った。 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所による推計値を基準値として、社会動態の改善に向けた対策を講

じたものとして、以下の仮定値を設定して推計を行います。 

 ●仮定値 C 

   ・合計特殊出生率：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

   ・移動数：年間 30 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住 

        （＝小学校区に毎年 5組の夫婦が移住） 

 ●仮定値D 

   ・合計特殊出生率：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住 

        （＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 
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※仮定値の設定理由 

 現在鞍手町の転入者 500～600 人に加えて、移住対策を推進した際の現実的な受入可能な規模と想定される

60～120 人（夫婦 30～60 組）を仮定値として設定した。また、鞍手町においては今後の人口対策に向けて

若者の移住が不可欠になることから、対象年代を 20～30代の若者夫婦とした。 

 

 

 

自然動態及び社会動態の改善に向けた対策をどちらも講じたものとして、以下の仮定値を設定し

て推計を行います。 

 

 ●仮定値 E 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住 

        （＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 

 

 

現実的ではありませんが、合計特殊出生率が九州・沖縄ブロックにおける「理想とする子ども数」

である 2.65※まで改善した場合、または移住者数が劇的に拡大した場合を想定して以下の仮定値を

設定して推計を行います。 

 

 ●【参考】仮定値 F 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善、その後 2040 年までに 2.65 まで改善 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住 

        （＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 

 

 ●【参考】仮定値 G 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：年間 300 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住 

        （＝小学校区に毎年 50 組の夫婦が移住） 

 

※第 14 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査：2010 年） 

 

  



30 

 （1）で設定した仮定値を用いて推計を行った結果、現在の総人口を維持するには、2030 年まで

に合計特殊出生率を 2.1 まで改善し、かつ年間 300 組の若者夫婦（毎年計 600 人の 20～30 代）

を現在の転入実績に加えて受け入れる必要があります（【参考】仮定値 G）。 

 また、2030 年までに合計特殊出生率を 2.1 まで改善し 2040 年までに 2.65 まで改善すること

と併せて、年間 60 組の若者夫婦（毎年計 120 人の 20～30 代）を受け入れた場合（【参考】仮定

値 F）、総人口としては減少し 1万人程度となりますが、出生数は 120 人程度で安定します。 

 仮定値 A～Dでは、いずれも総人口は現在の 50％以下まで落ち込みますが、出生率の改善が出生

数の下げ幅をおさえ、高齢化率の向上をおさえるためには有効です（仮定値 A、B）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 仮定値別の総人口の推移 
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【参考】仮定値G（出生率：2030年までに2.1まで改善 / 年間300組の若者家族が移住）
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図 30 仮定値別の年間出生数の推移 

※2010 年数値は 2005～2010 年の合計を按分して算出した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31 仮定値別の高齢化率の推移 
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 ●基準値（国立社会保障・人口問題研究所による推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●仮定値 A 

   ・合計特殊出生率：2040 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●仮定値 B 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●仮定値 C 

   ・合計特殊出生率：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

   ・移動数：年間 30 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住（＝小学校区に毎年 5組の夫婦が移住） 

 

 

 

 

 

 

  

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 470 435 409 411 417 419 384 349 323 310

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.4 1.5 1.7 1.9 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,263 -1,285 -1,288 -1,282 -1,217 -1,086 -980 -908

移動数（5年累計） -817 -390 -225 -194 -177 -153 -106 -87 -89 -97 -100

20～30代移動 -196 -107 -94 -88 -77 -64 -58 -55 -53 -53

人口増減（5年累計） -1,315 -1,092 -1,011 -1,048 -1,051 -1,024 -968 -919 -826 -753 -697

総人口 17,088 15,992 14,981 13,933 12,882 11,858 10,889 9,970 9,144 8,390 7,693

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 470 466 491 508 465 435 411 379 353 341

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.5 1.8 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,263 -1,285 -1,288 -1,282 -1,217 -1,087 -980 -908

移動数（5年累計） -817 -390 -225 -194 -179 -156 -113 -101 -107 -113 -113

20～30代移動 -196 -107 -94 -88 -77 -64 -60 -61 -64 -63

人口増減（5年累計） -1,315 -1,092 -980 -966 -956 -978 -960 -906 -814 -741 -680

総人口 17,088 15,992 15,012 14,045 13,090 12,111 11,151 10,245 9,430 8,689 8,009

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 459 391 342 306 278 249 221 191 166 149

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,264 -1,286 -1,289 -1,284 -1,221 -1,094 -991 -925

移動数（5年累計） -817 -330 -167 -135 -118 -90 -38 -12 -5 -5 -2

20～30代移動 -136 -48 -35 -30 -19 -5 3 11 16 21

人口増減（5年累計） -1,315 -1,044 -997 -1,057 -1,097 -1,102 -1,074 -1,012 -907 -830 -778

総人口 17,088 16,040 15,044 13,986 12,889 11,787 10,714 9,702 8,794 7,964 7,187

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 454 382 329 290 259 230 201 171 145 127

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,220 -1,263 -1,285 -1,288 -1,282 -1,216 -1,086 -979 -907

移動数（5年累計） -817 -390 -225 -193 -176 -148 -95 -68 -60 -59 -55

20～30代移動 -196 -107 -94 -88 -77 -63 -54 -47 -40 -36

人口増減（5年累計） -1,315 -1,106 -1,063 -1,128 -1,168 -1,178 -1,148 -1,083 -975 -893 -835

総人口 17,088 15,978 14,915 13,787 12,619 11,441 10,293 9,210 8,235 7,342 6,507



33 

 ●仮定値D 

   ・合計特殊出生率：現状趨勢（現状から特段の対策が行われなかった場合の値） 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住（＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●仮定値 E 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住（＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●【参考】仮定値 F 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善、その後 2040 年までに 2.65 まで改善 

   ・移動数：年間 60 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住（＝小学校区に毎年 10 組の夫婦が移住） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●【参考】仮定値 G 

   ・合計特殊出生率：2030 年までに 2.1 まで改善 

   ・移動数：年間 300 組の若者夫婦（20～30 代夫婦）が移住（＝小学校区に毎年 50 組の夫婦が移住） 

 

 

  

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 464 400 355 322 296 268 241 212 188 172

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,265 -1,287 -1,291 -1,287 -1,226 -1,101 -1,003 -943

移動数（5年累計） -817 -270 -108 -77 -60 -33 19 44 50 49 51

20～30代移動 -76 10 23 29 40 53 61 68 73 77

人口増減（5年累計） -1,315 -978 -929 -987 -1,025 -1,028 -1,000 -941 -839 -767 -720

総人口 17,088 16,106 15,176 14,190 13,165 12,137 11,137 10,196 9,356 8,589 7,869

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 481 489 530 563 529 504 486 459 438 435

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.5 1.8 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,265 -1,287 -1,291 -1,288 -1,227 -1,102 -1,005 -945

移動数（5年累計） -817 -270 -109 -78 -63 -41 -1 8 -2 -12 -15

20～30代移動 -76 10 23 29 40 52 55 52 47 46

人口増減（5年累計） -1,315 -961 -840 -812 -786 -804 -785 -733 -645 -578 -525

総人口 17,088 16,123 15,282 14,470 13,683 12,879 12,094 11,362 10,717 10,138 9,613

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 481 489 530 563 579 635 613 588 583 597

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.5 1.8 2.1 2.3 2.65 2.65 2.65 2.65 2.65

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,221 -1,265 -1,287 -1,291 -1,288 -1,227 -1,102 -1,005 -945

移動数（5年累計） -817 -270 -109 -78 -63 -41 -1 7 -5 -24 -38

20～30代移動 -76 10 23 29 40 52 55 52 47 44

人口増減（5年累計） -1,315 -961 -840 -812 -786 -753 -654 -607 -520 -446 -386

総人口 17,088 16,123 15,282 14,470 13,683 12,930 12,276 11,669 11,149 10,703 10,318

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生数（5年累計） 528 524 583 685 786 784 779 785 780 782 811

合計特殊出生率 1.3※ 1.3 1.4 1.5 1.7 1.9 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

死亡数（5年累計） -1,026 -1,172 -1,223 -1,270 -1,296 -1,307 -1,312 -1,266 -1,165 -1,102 -1,091

移動数（5年累計） -817 210 358 388 401 416 449 444 418 393 374

20～30代移動 404 478 491 496 507 517 514 505 492 484

人口増減（5年累計） -1,315 -438 -282 -197 -110 -106 -84 -38 33 72 94

総人口 17,088 16,646 16,364 16,167 16,057 15,951 15,867 15,829 15,862 15,934 16,028
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 本章では、人口の現状と課題を整理し、人口に関して目指すべき将来の方向性を提示するととも

に、将来の人口等を展望します。 

 

 

 鞍手町の人口は、1985 年をピークに減少しており、老年人口（65 歳以上）の割合は急速に高ま

っています。 

 総人口の推移に影響を与える自然動態については、1990 年以降、出生数が死亡数を上回る自然

減に転じています。合計特殊出生率は県平均よりも低く、2003～2007 年の平均値は 1.17 になっ

ています。これは町内の未婚者増加や団塊世代が突出して多い本町の人口構成も大きく影響してい

ると思われます。 

 社会動態については、近年 30 代の転出が収まりつつありますが、生産年齢人口、母親世代とも

転出超過が続いています。年齢階級別の人口移動では、大学への進学等に伴う転出超過に対して、

ＵIターン就職等に伴う転入超過はそれを補うまでに至っていない状況にあります。 

 

 

 現状と課題を踏まえ、町民とともに的確な施策を展開し、人口減少に歯止めをかけるためには、

今後の取組において次の２つの基本姿勢を共有することが重要となります。 

 

 結婚・出産は「個人の自由が最優先」を前提とした上で、出生数向上のため、このまちに住み、

結婚し、子どもを産み育てたい人の希望を阻害する要因の除去に取り組む必要があります。 

 30～40 代の未婚者が増加しつつあり、まずはこれらの人々が結婚し、子どもを産み育てたいと

思う環境づくりや機会づくりなどに積極的に取り組むことが重要であり、地域や企業の主体的な取

組も重要な要素となります。 

 

 大学進学による転出は、やむを得ない面もありますが、その分、UI ターンなどによる転入増大を

図り、社会増を目指すことで、安定した生産年齢人口の確保が可能となり、子どもを生み育てる年

齢層の確保にもつながります。 

 

 



35 

 地元住民が鞍手町での暮らしに魅力を感じることができるような子育て環境、住環境及び雇用・

教育環境を実現し、深刻な人口減少（特に年少人口）に歯止めをかけるため、以下の方向を提示し

ます。 

 

 地域が持続可能な状態に維持していくためには、年少人口と生産年齢人口の安定化が極めて重要

であり、現状のまま推移すると地域コミュニティの拠点である 6小学校の維持は極めて困難な状況

です。 

 人口減少が一定程度進むことはやむを得ないものの、地域の活力を維持していくために少なくと

も「若年者数」の維持を目標とします。 

 

 人口対策に向けて定住の促進が急務ですが、居住地として選ばれる地域になるためには、鞍手町

独自の魅力を掘り下げ、知名度を高める必要があります。本町では近年、スポーツを軸にした来訪

が増えている他、巨峰のブランド化、観光農園の整備に向けた取組みも進んでいます。これらの取

り組みと合わせて、教育や定住環境、子育て環境といった直接定住に関する施策に加えて、地域福

祉、防災・防犯、公共交通といった町民の満足度、幸福度を高めるための施策を講じ、いきいきと

安心して生活できる鞍手町の魅力を一体的に発信する必要があります。 

 

 全国的な傾向ではありますが、結婚をしない若者が増えていることは、子どもの数が減少してい

る要因の一つです。アンケート調査結果に見られるように、結婚への希望は低くないことから、若

者が結婚、出産、子育てを不安なく行える環境を整え、結婚の希望をかなえる取組が重要です。 

 

 結婚に伴う町外流出をおさえ、若者の転入を促すためには、子育て環境、居住環境の魅力化が必

要です。特に本町では近隣都市圏への通勤範囲であることから、子どもを持つ世帯の転入が多い傾

向にあります。理想とする子ども数も 2人以上であることから、子育て環境の魅力化及び若者世帯

向けの住環境整備に力点を置くことも必要です。 

 

 現在「宿泊業、飲食サービス業」「製造業」「医療、福祉」などの分野で若者が活躍しています。

これらの分野と合わせて、スポーツや観光、農業、教育など今後鞍手町で注力する分野の魅力化と

合わせて雇用の機会を創出することも重要です。 

  



36 

 

小学校数の維持を目標に、人口の将来展望として、2025 年の総人口は 14,500 人を維持し、出

生数 110 人の維持を目指します。 

 これに向けて、合計特殊出生率を 2030 年までに 2.1 まで改善できるよう、結婚・出産・子育て

の環境整備に取り組むとともに、年間 60 組の 20～30 代夫婦の移住受け入れを進めるにあたり、

本町の PR、住環境、地域環境の整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 年齢３区分別人口の推移（将来展望） 

 

表 2 年齢３区分別人口の推移（将来展望） 

 

 

 

 

 

 

 

※2010 年調査時の男性の年齢不詳人口4人は 5歳階級別に按分したため、年少人口、生産年齢人口、老年人口の総数と総

人口は一致しません。 
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年少人口 高齢化率

年少人口割合

総人口（人） 高齢化率・年少人口割合

将来展望

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総人口 実数 17,088 16,123 15,282 14,470 13,683 12,879 12,094 11,362 10,717 10,138 9,613

対2010年比 100% 94% 89% 85% 80% 75% 71% 66% 63% 59% 56%

年少人口 実数 1,901 1,643 1,473 1,486 1,569 1,609 1,584 1,507 1,438 1,373 1,323

対2010年比 100% 86% 77% 78% 83% 85% 83% 79% 76% 72% 70%

生産年齢人口 実数 10,311 8,931 7,930 7,307 6,852 6,452 5,940 5,565 5,280 5,017 4,829

対2010年比 100% 87% 77% 71% 66% 63% 58% 54% 51% 49% 47%

老年人口 実数 4,872 5,549 5,879 5,677 5,263 4,819 4,571 4,290 3,999 3,749 3,461

対2010年比 100% 114% 121% 117% 108% 99% 94% 88% 82% 77% 71%
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女（人）

0

247

248

340

350

330

395

382

460

539

407

430

500

690

852

588

400

285

148

68

234

262

311

331

295

329

353

432

489

432

438

541

810

855

643

573

488

351

298
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40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2015年
男（人）

女（人）

0

251

237

247

323

316

335

376

396

475

542

403

423

486

650

771

490

291

169

94

238

236

264

296

297
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310
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35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2020年
男（人）

女（人）

0

272

241

235

234

293

321

322

391

412

478

536

398

413

460

590

649

361

177

117

258

240

239
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283
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473
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45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2025年
男（人）

女（人）

0

289

261

240

224

212

299

310

337

406

415

473

528

391

393

420

498

487

223

132

274
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243
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465
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45～49歳
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55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2030年
男（人）

女（人）

0

271

278

260

228

202

221

289

324

352

409

411

466

518

374

361

358

376

309
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258

278
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232
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219

244
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289
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361

421
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459
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65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2035年
男（人）

女（人）

0

258

261

276

247

206

211

217

304

340

356

405

406

457

494

344

310

273

240

222

245

261

282

251
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199

212
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45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2040年
男（人）

女（人）

0

249

248

259

262

223

214

208

232

319

344

353

400

399

437

456

295

236

174

219

237

249

265

268

225

202

193
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267

285

281

315

352

405
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55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2045年
男（人）

女（人）

0
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55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2050年
男（人）

女（人）

0

225

227

238

234

222

245

227

226

239

250

320

336

342

375

351

345

298

144

159

213

227

243

240

226

232

211

208

218

230

259

278

274
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325
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469
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45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2055年
男（人）

女（人）

0

223

216

225

226

212

231

239

242

242

241

248

316

330

327

346

301

264

191

143

212

216

230

231

215

219

223

222

221

213

228

254

276

266

289

305

323

288

420
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70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2060年
男（人）

女（人）

0



 

●「ふっくらくらて」は、鞍手町のコミュニケーションマークです。 

【ふっくら くらて】 [ 名詞] 

 

鞍
手
町
に
あ
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
、
バ
シ
ョ
に
つ
い
て
、 

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
出
し
、
育
て
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
町
民
み
ん
な
が
ふ
っ
く
ら
と
幸
せ
に
な
る
さ
ま
。 




